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検討方針

• 標準インターフェイスは、消防内外の多様なシステムと技術的に接続可能な環境の整備が目的。

• 個別の外部システムと接続する際の改修コスト等を最少化するため、様々なシステムやデータに対応で
きるような汎用性が重要。

• 指令システムの更新時に導入され１０年以上運用されることを考えると、既存の接続先だけでなく、
将来接続され得るシステムも想定した検討が必要。

• より多くの本部が早くにメリットを享受できるよう、導入しやすくするための工夫が必要。

• 指令システムが扱う情報の機微性を鑑み、十分な情報セキュリティ対策が必要。

• 指令員のシステム運用の複雑化を避けるための工夫が必要。

構想

 接続先のシステムを大きなグループに分け、グループ毎に
標準インターフェイスを設計。
（例；「緊急通報に係るデータ通信」でまとめる）

 様々なデータの種類や接続タイミングを想定して設計。

 指令システムの中間更新時の導入や、標準インターフェイス
単独での別端末運用などが可能な設計。

 十分な情報セキュリティが確保されるよう、接続するネット
ワークも含めて検討。

 接続先のシステムによらず共通のレイアウトで表示する等、
指令員が扱いやすい設計。
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